
2024年度 赤い羽根福祉基金

「盛和塾 社会人定着応援プログラム」

事業のご報告
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「盛和塾 社会人定着応援プログラム」について
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中央共同募金会では、2018 年度より、盛和塾塾生の皆さまからのご寄付を財源として、「赤

い羽根福祉基金 盛和塾社会人定着応援プログラム」を開始しました。

本プログラムは、盛和塾塾長である故・稲盛和夫氏の「社会的養護(*) が必要な子どもたちの真

の幸せ」を願う想いを受け、児童養護施設等の退所者が、自らの未来に希望を抱きつつ、社会人

として生きがいを感じながら生活していけるよう支援を行うことを目的に設立されたものです。

全国児童養護施設協議会の調査報告書によると、児童養護施設を退所した人のうち、半数以上

が高校卒業後は親からの支援を受けられず自活することが求められています。(**)

本プログラムでは、高校卒業時に児童養護施設等を退所して大学や専門学校等で学ぶ人に対し、

就職活動にかかる費用を応援する「就職活動応援助成」および資格等取得にかかる費用を応援す

る「手に職つけよう応援助成」、また、児童養護施設等社会的養護(里親含む)を退所した人が、

離職後、再就職をめざす際に金銭支援も含めた伴走型支援を行う施設・機関を支援する「リス

タート応援助成」事業を実施しています。

*社会的養護とは、保護者のない児童や、保護者に監護させることが適当でない児童を、公的責任で社会的に養育し、保護するとと
もに、養育に大きな困難を抱える家庭への支援を行うことです。
**「令和元年度児童養護施設入所児童等の進路に関する調査報告書」（全国児童養護施設協議会）参照。
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就職活動応援助成
(2018年度より実施)

児童養護施設等を退所して進学した人の在学中の就職活動にかかる費用として、一
人あたり10万円を助成する。

手に職つけよう応援助成
（2019年度より実施）

児童養護施設等を退所して進学した人が、就職に必要な資格等取得をめざして学ぶ
際に係る費用として一人あたり10万円を助成する。

リスタート応援助成
(2019、2020年度でモデル助成を実施、2021年度より全国で公募)

児童養護施設等社会的養護(里親含む)を退所した人が、離職後、再就職をめざす際に
金銭支援も含めた伴走型支援を行う施設・機関に助成する。
（1施設・機関あたり150万円上限）



＜2024年度助成実績＞
助成対象者102名・助成総額1,020万円

＜助成金の使いみち＞
就職活動時のスーツ等の被服費、交通費、生活費 等
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就職活動応援助成
児童養護施設等を退所して進学した人の在学中の就職活動にかかる費用として、

一人あたり10万円を助成する。

＜助成を受けた学生から寄付者の方へのメッセージ＞
専門学校3年生
自立しようと頑張る気持ちはありますが、金銭面で悩むこ
とが多かったです。そんな中、応援して下さる方々がいる
とは、金銭面だけでなく心の支えにもなりました。この応
援が私の将来への第一歩となります。これからも見守って
いただけたら嬉しいです。

専門学校2年生
精神面では頼れる人がいても、金銭面で頼れる人がいない
中で、このような助成金をいただけて感謝の気持ちでいっ
ぱいです。今まで頑張ってきてよかったと思えたし、これ
からも頑張ろうと思いました。

大学4年生
この助成金をいただけたことでアルバイトの時間を
減らすことができ、就職活動に専念できました。
4月からは中学生の頃から夢だったシステムエンジ
ニアとして就職することが決まり、とても嬉しく
思っています。
また、アルバイトの時間が減ったことで、ボラン
ティア活動に参加することもできました。
ご支援を通して、勉強や自分自身と見つめ合う時間
に専念できる環境を整えてくださり、ありがとうご
ざいました。進学し、就職できて心からよかったと
思います。



大学3年生
（愛玩動物飼養管理士二級取得）
金銭的な余裕がない中で、目標に向かって頑張るこ
とができているのは、皆さまから多くの支援をいた
だけているからです。この感謝を忘れずに生きてい
くとともに、いつか恩返しができるように頑張りま
す。大人になり自立できたら、今度は支援する側と
して誰かの役に立てるような社会人になりたいです。

大学4年生
（社会福祉士取得）
就職活動や資格取得で余裕がない状況の中で、お金の心
配をしなくてもいいということが自分にとって大きな支
えとなりました。おかげさまで社会福祉士の資格を取得
することができ、4月からは社会福祉協議会の職員として
働くことが決まりました。ご支援をいただいた分、社会
に貢献できる社会人になりたいと思います。

＜2024年度助成実績＞

助成対象者70名・助成総額700万円

＜使いみち＞

資格取得に必要な備品費、

教科書・書籍購入費、実習費、受験費、

実習・受験に係る交通費 等

手に職つけよう応援助成
児童養護施設等を退所して大学や専門学校等に進学した人が、就職に必要な

資格等取得をめざして学ぶ際に係る費用として一人あたり10万円を助成する。

＜助成を受けた学生から寄付者の方へのメッセージ＞
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リスタート応援助成
児童養護施設等社会的養護(里親含む)を退所した人が、離職後、再就職をめざす際に

金銭支援も含めた伴走型支援を行う施設・機関に助成する。
（１施設・機関あたり150万円上限）

＜2024年度助成実績＞
助成金を活用した施設・機関数：17施設・機関
支援対象者数：33名 支援実施額：約828万円）

＜使いみち＞
●再就職活動に要する費用
⇒衣服購入費、交通費、資格取得費等

●再就職に向けて生活基盤を整えるための費用
⇒家賃、光熱水費、通信費、食費、引っ越し費用等

●施設・機関が行う支援にかかる費用
⇒人件費、面談時等の交通費、宿泊費等



＜2024年度「リスタート応援助成」助成決定施設・機関＞

◯児童養護施設
・一宮学園（千葉県） ・シオン園（熊本県）

・獅子吼園（千葉県） ・沖縄県立石嶺児童園（沖縄県）

・聖ヨゼフホーム（東京都）

・まつば園（東京都）

・城山学園（神奈川県）

・旭児童ホーム（神奈川県）

・聖霊愛児園（石川県）

・日本児童育成園（岐阜県）

・知多学園 クローバーライト（愛知県）

・舞鶴学園（京都府）

・三光塾（兵庫県）

・天理養徳院（奈良県）
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○自立援助ホーム
・松葉の園自立援助ホームまつぼっくり（東京都）

・なんとかなる（神奈川県）

・なごやかサポートみらい自立援助ホームいっぽ（愛知県）

・青少年の自立を支える奈良の会（奈良県）

・自立援助ホームそなえ（山口県）

○児童家庭支援センター
・同仁学院児童家庭支援センターシャローム（埼玉県）

・誠信会児童家庭支援センターパラソル（静岡県）

・みその児童福祉会児童家庭支援センター高知ふれんど（高知県）

〇退所児童等アフターケア事業所
・ヤング・アシスト（群馬県）

・日向ぼっこ（東京都）

・就労支援事業サポートいずみ（愛知県）

・陽和（愛知県）

・どりぃむスイッチ（広島県）
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皆さまからのご寄付に

心より感謝申し上げます。
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